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江
戸
時
代
以
来
、
千
住
・
足
立
地
域
で
は

多
く
の
芸
術
家
が
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
明

治
画
壇
の
大
家
、
狩
野
芳
崖
の
門
人
で
あ
る

高
屋
肖
哲
（
た
か
や 

し
ょ
う
て
つ
、
一
八

六
六
〜
一
九
四
五
）
も
そ
の
一
人
で
す
。
こ

の
肖
哲
を
調
査
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

が
、
現
在
、
浅
草
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
肖
哲

筆
「
武
帝
達
磨

問
答
図
屏
風
」

（
図
１
）
が
、

千
住
の
佐
々
木

庄
兵
衛
氏
の
依

頼
に
よ
っ
て
制

作
さ
れ
た
と
い

う
記
録
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
で

し
た
。

　

郷
土
博
物
館

で
は
、
肖
哲
の

事
績
と
共
に

佐
々
木
庄
兵
衛

氏
の
追
跡
も
行

い
、
近
年
の
調

査
に
よ
り
、
庄

兵
衛
氏
が
千
住

の
地
漉
紙
問
屋

の
主
人
で
あ
る

こ
と
が
特
定
さ

れ
た
の
で
す
。

今
回
は
そ
の
調

査
成
果
を
踏
ま

え
、
肖
哲
と
庄

兵
衛
氏
の
繋
が

り
と
、
「
武
帝
達
磨
問
答
図
屏
風
」
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
高
屋
肖
哲
と
「
丸
屋
」
佐
々
木
庄
兵
衛　

　

肖
哲
の
概
略
に
つ
い
て
は
『
足
立
史
談
』

第
六
五
九
号
で
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
改
め

て
基
本
情
報
を
確
認
す
る
と
、
明
治
二
十
六

年
（
一
八
九
三
）
に
一
期
生
と
し
て
東
京
美

術
学
校
（
現
東
京
藝
術
大
学
）
を
卒
業
後
、

石
川
県
工
業
学
校
教
諭
、
東
京
美
術
学
校
助

教
を
勤
め
、
や
が
て
画
壇
か
ら
離
れ
て
仏
画

研
究
に
没
頭
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
大
正
前
半
よ
り
現
在
の
千
住
四
丁
目
十

九
番
地
付
近
に
居
住
し
、
在
地
の
画
家
と
し

て
活
動
し
ま
し
た
。

　

こ
の
肖
哲
と
交
流
し
、
「
武
帝
達
磨
問
答

図
屏
風
」
の
依
頼
者
と
な
っ
た
の
が
、
千
住

四
丁
目
で
江
戸
時
代
中
後
期
よ
り
続
く
地
漉

紙
問
屋
の
主
人
、
佐
々
木
庄
兵
衛
氏
で
す
。

　

地
漉
紙
問
屋
佐
々
木
家
は
屋
号
を
「
丸

屋
」
と
言
い
、
当
主
は
「
庄
兵
衛
」
を
名
乗

っ
て
き
ま
し
た
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）

に
幕
府
よ
り
公
認
さ
れ
た
千
住
の
地
漉
紙
問

屋
の
株
仲
間
「
元
方
問
屋
」
の
一
軒
で
も
あ

る
有
力
問
屋
で
あ
り
、
天
保
十
四
年
（
一
八

四
三
）
に
幕
命
に
よ
る
地
漉
紙
の
緊
急
生
産

を
成
し
遂
げ
た
こ
と
を
記
念
し
て
建
立
さ
れ

た
「
紙
す
き
碑
」
（
現
在
は
千
住
大
川
町
の 

氷
川
神
社
所
在
）
に
刻
ま
れ
た
株
仲
間
二
十

一
軒
に
も
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
明
治
・
大

正
を
通
じ
て
和
紙
問
屋
業
を
続
け
て
昭
和
三

年
（
一
九
二
八
）
に
印
刷
部
を
設
立
し
、
後

に
印
刷
業
へ
業
種
を
変
え
て
、
現
在
も
株
式

会
社
丸
庄
と
し
て
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

肖
哲
と
交
流
し
た
の
は
、
七
代
目
当
主
の

丸
屋
庄
兵
衛
氏
で
す
。
肖
哲
へ
の
屏
風
制
作

依
頼
が
行
わ
れ
た
の
は
、
大
正
八
年
（
一
九

一
九
）
の
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
は
肖
哲
の
手

記
『
雑
事
抄
録
』
（
金
沢
美
術
工
芸
大
学

蔵
）
第
三
十
五
巻
中
「
金
屏
風
揮
毫
記
事

文
」
の
項
で
、
「
大
正
八
年
千
住
町
佐
々
木

庄
兵
衛
氏
の
知
偶〔
マ
マ
〕を
得
て
金
屏
風
の
揮

灑
（
き
さ
い
）
を
委
嘱
せ
ら
る
佐
々
木
氏
文

雅
の
趣
味
あ
り
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
雑
事
抄
録
』
の
記
述
や
千
住
で
確
認
さ
れ

た
作
品
か
ら
、
肖
哲
は
特
に
千
住
三
〜
五
丁

目
の
人
々
と
親
し
く
付
き
合
い
、
時
に
掛
け

軸
な
ど
の
依
頼
を
請
け
て
い
た
と
見
ら
れ
ま

す
。
庄
兵
衛
氏
も
ま
た
ご
く
近
所
の
家
と
し

て
肖
哲
と
交
流
を
持
ち
、
屏
風
制
作
の
依
頼

へ
繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
「
武
帝
達
磨
問
答
図
屏
風
」
制
作
の
顛
末

　

「
武
帝
達
磨
問
答
図
屏
風
」
は
、
絹
本
金

地
に
極
彩
色
で
描
か
れ
た
六
曲
一
双
屏
風
で

す
。
イ
ン
ド
よ
り
中
国
に
渡
っ
た
達
磨
と
六

世
紀
中
国
南
北
朝
時
代
の
南
朝
・
梁
の
武
帝

が
問
答
を
交
わ
す
と
い
う
、
禅
の
問
答
・
問

題
集
『
碧
巌
録
』
に
収
録
さ
れ
た
一
場
面
を

画
題
と
し
て
、
右
隻
に
武
帝
、
左
隻
に
達
磨

を
配
し
て
い
ま
す
。
左
右
の
署
名
に
は
そ
れ

ぞ
れ
「
皇
紀
二
千
六
百
年
皐
月
」（
右
隻
）、

「
昭
和
庚
辰
年
」（
左
隻
）
の
年
紀
が
あ
り
、

大
正
八
年
に
依
頼
を
受
け
て
か
ら
二
十
一
年

後
の
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
完
成

し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

完
成
ま
で
長
い
歳
月
を
要
し
た
本
屏
風
制

作
を
巡
る
顛
末
が
、
「
金
屏
風
揮
毫
記
事

文
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

「
抑
々
金
屏
風
の
本
彩
色
に
粹
を
竭
せ

　
　

し
は
、
力
作
を
遺
さ
ん
が
爲
な
り
。
予

　
　

は
曩
に
宗
教
美
術
の
研
究
に
没
頭
し
て

　
　

以
来
未
だ
其
諸
に
就
か
ず
、
爰
に
大
正

　
　

癸
亥
の
大
震
災
に
遭
遇
し
、
會
々
摸
本

　
　

の
依
嘱
を
受
け
て
高
野
山
に
登
り
、
傍

　
　

ら
に
密
教
美
術
の
典
型
を
究
む
る
こ
と

　
　

数
年
、
退
て
淡
路
由
良
政
岡
家
に
奇
寓

　
　

し
て
研
鑚
を
遂
け
、
續
て
九
州
地
方
に

　
　

遊
ひ
て
不
圖
も
長
年
月
の
滞
在
を
重
ね

　
　

て
、
先
年
歸
東
せ
り
。
是
に
於
て
漸
く

　
　

宗
教
美
術
研
究
の
目
的
を
達
成
し
、
又

　
　

時
機
至
り
て
金
屏
風
彩
画
の
完
成
を
も

　
　

爲
し
得
た
る
も
の
は
、
偏
へ
に
宗
教
の

　
　

因
縁
淺
か
ら
ざ
る
給
も
の
と
謂
ふ
べ
し
。

　
　

尚
本
年
は
恰
も
皇
紀
二
千
六
百
年
の
佳

　
　

辰
に
當
り
、
祝
賀
を
表
す
る
と
同
時
に
、

　
　

佐
々
木
氏
の
心
意
を
併
記
し
て
以
て
後

　
　

の
観
者
に
傳
ふ
る
所
以
也
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
句
読
点
は
筆
者
）

　

宗
教
美
術
の
研
究
に
没
頭
し
て
屏
風
の
制

作
に
手
を
着
け
ら
れ
ず
に
い
た
が
、
関
東
大

震
災
に
罹
災
し
た
時
、
模
本
の
仕
事
を
受
け

て
高
野
山
に
滞
在
す
る
機
会
を
得
、
数
年
間
、

仏
教
美
術
の
典
型
を
突
き
詰
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
さ
ら
に
各
地
を
遊
歴
し
な
が
ら
の
研

鑽
を
経
て
東
京
へ
戻
り
、
満
を
持
し
て
皇
紀

二
千
六
百
年
を
迎
え
る
昭
和
十
五
年
に
屏
風

の
完
成
を
見
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

冒
頭
で
「
力
作
を
遺
さ
ん
が
爲
」
と
述
べ

る
よ
う
に
、
本
屏
風
の
制
作
は
肖
哲
に
と
っ

て
渾
身
の
一
作
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
意
図

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
完
成
は

「
漸
く
宗
教
美
術
研
究
の
目
的
を
達

成
し
、
又
時
機
至
り
て
金
屏
風
彩
画

の
完
成
を
も
爲
し
た
る
」
と
あ
る
よ

う
に
、
自
身
の
仏
教
美
術
研
究
の
集

大
成
と
な
る
も
の
で
し
た
。
本
作
に

つ
い
て
は
椎
野
晃
史
氏
（
泉
屋
博
古

館
東
京
学
芸
員
）
が
詳
細
な
検
証

（
椎
野
晃
史
「
浅
草
寺
蔵
高
屋
肖
哲

筆
「
武
帝
達
磨
謁
見
図
」
に
つ
い

て
」
、
『
國
華
』
第
一
四
五
九
号

（
國
華
社
、
二
〇
一
七
年
）
）
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
椎
野
氏
も
ま
た
、
肖
哲
の

綿
密
な
考
証
、
図
中
に
込
め
ら
れ
た
工
夫
な

ど
を
指
摘
し
て
、
本
作
を
肖
哲
晩
年
の
代
表

作
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
屏
風
は
そ
の
後
、
戦
中
・
戦
後
の
ど

こ
か
の
段
階
で
佐
々
木
家
か
ら
離
れ
た
と
見

え
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
、
庄
兵

衛
氏
と
は
異
な
る
人
物
か
ら
浅
草
寺
へ
と
奉

納
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
以
来
、

同
寺
の
什
宝
と
し
て
、
今
日
ま
で
保
管
さ
れ

続
け
て
き
た
の
で
す
。

　

本
年
四
月
、
庄
兵
衛
氏
の
調
査
の
過
程
で
、

佐
々
木
家
九
代
目
当
主
、
佐
々
木
正
一
氏
よ

り
、
家
伝
の
資
料
を
郷
土
博
物
館
に
ご
寄
贈

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
七
代
目
当
主

庄
兵
衛
氏
の
代
、
明
治
四
十
五
年
（
大
正
元
、

一
九
一
二
）
に
誂
え
ら
れ
た
、
同
時
代
の
日

本
画
家
の
直
筆
画
の
描
か
れ
た
袱
紗
（
図

２
）
も
確
認
さ
れ
、
こ
う
し
た
資
料
か
ら
も
、

肖
哲
が
「
文
雅
の
趣
味
あ
り
」
と
評
し
た
庄

兵
衛
氏
の
嗜
好
が
垣
間
見
え
ま
す
。
肖
哲
へ

の
屏
風
の
依
頼
は
、
そ
の
よ
う
な
庄
兵
衛
氏

の
文
雅
趣
味
と
、
千
住
四
丁
目
を
舞
台
と
す

る
交
友
関
係
が
背
景
と
な
っ
て
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
「
武
帝
達
磨
問
答
図
屏
風
」
は
、

大
正
・
昭
和
の
千
住
在
地
の
画
家
の
活
動
と
、

地
域
の
人
と
の
交
友
の
結
実
を
見
せ
る
も
の

と
し
て
、
地
域
の
美
術
文
化
史
上
の
注
目
す

べ
き
一
作
と
言
え
る
の
で
す
。

付
記
　
佐
々
木
庄
兵
衛
氏
に
つ
い
て
は
相
川

謹
之
助
氏
（
足
立
史
談
会
会
員
）
に
情
報
提

供
を
頂
き
、
佐
々
木
家
の
調
査
で
は
佐
々
木

正
一
氏
に
、
屏
風
の
調
査
で
は
藤
元
裕
二
氏

（
浅
草
寺
教
化
部
）
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※

「
武
帝
達
磨
問
答
図
屏
風
」
の
作
品
名
は

『
浅
草
寺
什
宝
目
録

第
二
巻
絵
画
編
』

（
金
龍
山
浅
草
寺
、
二
〇
二
〇
年
）
の
表
記

に
準
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
当
館
学
芸
員
）

図１　高屋肖哲「武帝達磨問答図屏風」 絹本金地着色　昭和15年（1940） 浅草寺蔵

千住の商家と画家の交流
地漉紙問屋 佐々木庄兵衛と日本画家 高屋肖哲

小林　優
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江
戸
時
代
以
来
、
千
住
・
足
立
地
域
で
は

多
く
の
芸
術
家
が
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
明

治
画
壇
の
大
家
、
狩
野
芳
崖
の
門
人
で
あ
る

高
屋
肖
哲
（
た
か
や 

し
ょ
う
て
つ
、
一
八

六
六
〜
一
九
四
五
）
も
そ
の
一
人
で
す
。
こ

の
肖
哲
を
調
査
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

が
、
現
在
、
浅
草
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
肖
哲

筆
「
武
帝
達
磨

問
答
図
屏
風
」

（
図
１
）
が
、

千
住
の
佐
々
木

庄
兵
衛
氏
の
依

頼
に
よ
っ
て
制

作
さ
れ
た
と
い

う
記
録
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
で

し
た
。

　

郷
土
博
物
館

で
は
、
肖
哲
の

事
績
と
共
に

佐
々
木
庄
兵
衛

氏
の
追
跡
も
行

い
、
近
年
の
調

査
に
よ
り
、
庄

兵
衛
氏
が
千
住

の
地
漉
紙
問
屋

の
主
人
で
あ
る

こ
と
が
特
定
さ

れ
た
の
で
す
。

今
回
は
そ
の
調

査
成
果
を
踏
ま

え
、
肖
哲
と
庄

兵
衛
氏
の
繋
が

り
と
、
「
武
帝
達
磨
問
答
図
屏
風
」
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
高
屋
肖
哲
と
「
丸
屋
」
佐
々
木
庄
兵
衛　

　

肖
哲
の
概
略
に
つ
い
て
は
『
足
立
史
談
』

第
六
五
九
号
で
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
改
め

て
基
本
情
報
を
確
認
す
る
と
、
明
治
二
十
六

年
（
一
八
九
三
）
に
一
期
生
と
し
て
東
京
美

術
学
校
（
現
東
京
藝
術
大
学
）
を
卒
業
後
、

石
川
県
工
業
学
校
教
諭
、
東
京
美
術
学
校
助

教
を
勤
め
、
や
が
て
画
壇
か
ら
離
れ
て
仏
画

研
究
に
没
頭
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
大
正
前
半
よ
り
現
在
の
千
住
四
丁
目
十

九
番
地
付
近
に
居
住
し
、
在
地
の
画
家
と
し

て
活
動
し
ま
し
た
。

　

こ
の
肖
哲
と
交
流
し
、
「
武
帝
達
磨
問
答

図
屏
風
」
の
依
頼
者
と
な
っ
た
の
が
、
千
住

四
丁
目
で
江
戸
時
代
中
後
期
よ
り
続
く
地
漉

紙
問
屋
の
主
人
、
佐
々
木
庄
兵
衛
氏
で
す
。

　

地
漉
紙
問
屋
佐
々
木
家
は
屋
号
を
「
丸

屋
」
と
言
い
、
当
主
は
「
庄
兵
衛
」
を
名
乗

っ
て
き
ま
し
た
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）

に
幕
府
よ
り
公
認
さ
れ
た
千
住
の
地
漉
紙
問

屋
の
株
仲
間
「
元
方
問
屋
」
の
一
軒
で
も
あ

る
有
力
問
屋
で
あ
り
、
天
保
十
四
年
（
一
八

四
三
）
に
幕
命
に
よ
る
地
漉
紙
の
緊
急
生
産

を
成
し
遂
げ
た
こ
と
を
記
念
し
て
建
立
さ
れ

た
「
紙
す
き
碑
」
（
現
在
は
千
住
大
川
町
の 

氷
川
神
社
所
在
）
に
刻
ま
れ
た
株
仲
間
二
十

一
軒
に
も
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
明
治
・
大

正
を
通
じ
て
和
紙
問
屋
業
を
続
け
て
昭
和
三

年
（
一
九
二
八
）
に
印
刷
部
を
設
立
し
、
後

に
印
刷
業
へ
業
種
を
変
え
て
、
現
在
も
株
式

会
社
丸
庄
と
し
て
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

肖
哲
と
交
流
し
た
の
は
、
七
代
目
当
主
の

丸
屋
庄
兵
衛
氏
で
す
。
肖
哲
へ
の
屏
風
制
作

依
頼
が
行
わ
れ
た
の
は
、
大
正
八
年
（
一
九

一
九
）
の
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
は
肖
哲
の
手

記
『
雑
事
抄
録
』
（
金
沢
美
術
工
芸
大
学

蔵
）
第
三
十
五
巻
中
「
金
屏
風
揮
毫
記
事

文
」
の
項
で
、
「
大
正
八
年
千
住
町
佐
々
木

庄
兵
衛
氏
の
知
偶〔
マ
マ
〕を
得
て
金
屏
風
の
揮

灑
（
き
さ
い
）
を
委
嘱
せ
ら
る
佐
々
木
氏
文

雅
の
趣
味
あ
り
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
雑
事
抄
録
』
の
記
述
や
千
住
で
確
認
さ
れ

た
作
品
か
ら
、
肖
哲
は
特
に
千
住
三
〜
五
丁

目
の
人
々
と
親
し
く
付
き
合
い
、
時
に
掛
け

軸
な
ど
の
依
頼
を
請
け
て
い
た
と
見
ら
れ
ま

す
。
庄
兵
衛
氏
も
ま
た
ご
く
近
所
の
家
と
し

て
肖
哲
と
交
流
を
持
ち
、
屏
風
制
作
の
依
頼

へ
繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
「
武
帝
達
磨
問
答
図
屏
風
」
制
作
の
顛
末

　

「
武
帝
達
磨
問
答
図
屏
風
」
は
、
絹
本
金

地
に
極
彩
色
で
描
か
れ
た
六
曲
一
双
屏
風
で

す
。
イ
ン
ド
よ
り
中
国
に
渡
っ
た
達
磨
と
六

世
紀
中
国
南
北
朝
時
代
の
南
朝
・
梁
の
武
帝

が
問
答
を
交
わ
す
と
い
う
、
禅
の
問
答
・
問

題
集
『
碧
巌
録
』
に
収
録
さ
れ
た
一
場
面
を

画
題
と
し
て
、
右
隻
に
武
帝
、
左
隻
に
達
磨

を
配
し
て
い
ま
す
。
左
右
の
署
名
に
は
そ
れ

ぞ
れ
「
皇
紀
二
千
六
百
年
皐
月
」（
右
隻
）、

「
昭
和
庚
辰
年
」（
左
隻
）
の
年
紀
が
あ
り
、

大
正
八
年
に
依
頼
を
受
け
て
か
ら
二
十
一
年

後
の
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
完
成

し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

完
成
ま
で
長
い
歳
月
を
要
し
た
本
屏
風
制

作
を
巡
る
顛
末
が
、
「
金
屏
風
揮
毫
記
事

文
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

「
抑
々
金
屏
風
の
本
彩
色
に
粹
を
竭
せ

　
　

し
は
、
力
作
を
遺
さ
ん
が
爲
な
り
。
予

　
　

は
曩
に
宗
教
美
術
の
研
究
に
没
頭
し
て

　
　

以
来
未
だ
其
諸
に
就
か
ず
、
爰
に
大
正

　
　

癸
亥
の
大
震
災
に
遭
遇
し
、
會
々
摸
本

　
　

の
依
嘱
を
受
け
て
高
野
山
に
登
り
、
傍

　
　

ら
に
密
教
美
術
の
典
型
を
究
む
る
こ
と

　
　

数
年
、
退
て
淡
路
由
良
政
岡
家
に
奇
寓

　
　

し
て
研
鑚
を
遂
け
、
續
て
九
州
地
方
に

　
　

遊
ひ
て
不
圖
も
長
年
月
の
滞
在
を
重
ね

　
　

て
、
先
年
歸
東
せ
り
。
是
に
於
て
漸
く

　
　

宗
教
美
術
研
究
の
目
的
を
達
成
し
、
又

　
　

時
機
至
り
て
金
屏
風
彩
画
の
完
成
を
も

　
　

爲
し
得
た
る
も
の
は
、
偏
へ
に
宗
教
の

　
　

因
縁
淺
か
ら
ざ
る
給
も
の
と
謂
ふ
べ
し
。

　
　

尚
本
年
は
恰
も
皇
紀
二
千
六
百
年
の
佳

　
　

辰
に
當
り
、
祝
賀
を
表
す
る
と
同
時
に
、

　
　

佐
々
木
氏
の
心
意
を
併
記
し
て
以
て
後

　
　

の
観
者
に
傳
ふ
る
所
以
也
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
句
読
点
は
筆
者
）

　

宗
教
美
術
の
研
究
に
没
頭
し
て
屏
風
の
制

作
に
手
を
着
け
ら
れ
ず
に
い
た
が
、
関
東
大

震
災
に
罹
災
し
た
時
、
模
本
の
仕
事
を
受
け

て
高
野
山
に
滞
在
す
る
機
会
を
得
、
数
年
間
、

仏
教
美
術
の
典
型
を
突
き
詰
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
さ
ら
に
各
地
を
遊
歴
し
な
が
ら
の
研

鑽
を
経
て
東
京
へ
戻
り
、
満
を
持
し
て
皇
紀

二
千
六
百
年
を
迎
え
る
昭
和
十
五
年
に
屏
風

の
完
成
を
見
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

冒
頭
で
「
力
作
を
遺
さ
ん
が
爲
」
と
述
べ

る
よ
う
に
、
本
屏
風
の
制
作
は
肖
哲
に
と
っ

て
渾
身
の
一
作
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
意
図

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
完
成
は

「
漸
く
宗
教
美
術
研
究
の
目
的
を
達

成
し
、
又
時
機
至
り
て
金
屏
風
彩
画

の
完
成
を
も
爲
し
た
る
」
と
あ
る
よ

う
に
、
自
身
の
仏
教
美
術
研
究
の
集

大
成
と
な
る
も
の
で
し
た
。
本
作
に

つ
い
て
は
椎
野
晃
史
氏
（
泉
屋
博
古

館
東
京
学
芸
員
）
が
詳
細
な
検
証

（
椎
野
晃
史
「
浅
草
寺
蔵
高
屋
肖
哲

筆
「
武
帝
達
磨
謁
見
図
」
に
つ
い

て
」
、
『
國
華
』
第
一
四
五
九
号

（
國
華
社
、
二
〇
一
七
年
）
）
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
椎
野
氏
も
ま
た
、
肖
哲
の

綿
密
な
考
証
、
図
中
に
込
め
ら
れ
た
工
夫
な

ど
を
指
摘
し
て
、
本
作
を
肖
哲
晩
年
の
代
表

作
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
屏
風
は
そ
の
後
、
戦
中
・
戦
後
の
ど

こ
か
の
段
階
で
佐
々
木
家
か
ら
離
れ
た
と
見

え
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
、
庄
兵

衛
氏
と
は
異
な
る
人
物
か
ら
浅
草
寺
へ
と
奉

納
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
以
来
、

同
寺
の
什
宝
と
し
て
、
今
日
ま
で
保
管
さ
れ

続
け
て
き
た
の
で
す
。

　

本
年
四
月
、
庄
兵
衛
氏
の
調
査
の
過
程
で
、

佐
々
木
家
九
代
目
当
主
、
佐
々
木
正
一
氏
よ

り
、
家
伝
の
資
料
を
郷
土
博
物
館
に
ご
寄
贈

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
七
代
目
当
主

庄
兵
衛
氏
の
代
、
明
治
四
十
五
年
（
大
正
元
、

一
九
一
二
）
に
誂
え
ら
れ
た
、
同
時
代
の
日

本
画
家
の
直
筆
画
の
描
か
れ
た
袱
紗
（
図

２
）
も
確
認
さ
れ
、
こ
う
し
た
資
料
か
ら
も
、

肖
哲
が
「
文
雅
の
趣
味
あ
り
」
と
評
し
た
庄

兵
衛
氏
の
嗜
好
が
垣
間
見
え
ま
す
。
肖
哲
へ

の
屏
風
の
依
頼
は
、
そ
の
よ
う
な
庄
兵
衛
氏

の
文
雅
趣
味
と
、
千
住
四
丁
目
を
舞
台
と
す

る
交
友
関
係
が
背
景
と
な
っ
て
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
「
武
帝
達
磨
問
答
図
屏
風
」
は
、

大
正
・
昭
和
の
千
住
在
地
の
画
家
の
活
動
と
、

地
域
の
人
と
の
交
友
の
結
実
を
見
せ
る
も
の

と
し
て
、
地
域
の
美
術
文
化
史
上
の
注
目
す

べ
き
一
作
と
言
え
る
の
で
す
。

付
記
　
佐
々
木
庄
兵
衛
氏
に
つ
い
て
は
相
川

謹
之
助
氏
（
足
立
史
談
会
会
員
）
に
情
報
提

供
を
頂
き
、
佐
々
木
家
の
調
査
で
は
佐
々
木

正
一
氏
に
、
屏
風
の
調
査
で
は
藤
元
裕
二
氏

（
浅
草
寺
教
化
部
）
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※

「
武
帝
達
磨
問
答
図
屏
風
」
の
作
品
名
は

『
浅
草
寺
什
宝
目
録

第
二
巻
絵
画
編
』

（
金
龍
山
浅
草
寺
、
二
〇
二
〇
年
）
の
表
記

に
準
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
当
館
学
芸
員
）

図２　五島耕畝 袱紗「蓮図」
　　　当館蔵（佐々木家資料）
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本
年
十
月
十
二
日
は
、荒
川
放
水
路
通
水

百
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
日
で
す
。こ
れ
に

合
わ
せ
て
関
係
自
治
体
等
で
様
々
な
イ
ベン
ト

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
今
回
は
、足

立
区
と
荒
川
放
水
路
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
み

ま
し
ょ
う（※

１
）。

　【
明
治
四
十
三
年
の
関
東
大
水
害
】明
治

四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
八
月
、
梅
雨
前

線
と
二
つ
の
台
風
が
重
な
り
、
関
東
は
大

水
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
南
足
立
郡

（
現
足
立
区
域
）
の
被
害
も
甚
大
で
、
死

亡
三
名
、
全
壊
七
五
戸
、
半
壊
一
一
六
戸
、

破
損
五
八
四
二
戸
、
床
上
・
床
下
浸
水
一

一
、
七
六
八
戸
に
及
び
ま
し
た
。
南
足
立

郡
は
、
当
時
の
総
戸
数
の
一
〇
〇
％
が
被

害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。
総
戸
数
＝
被
害
戸

数
と
い
う
の
は
唯
一
の
事
例
で
、
足
立
区

域
が
い
か
に
水
害
の
影
響
を
受
け
や
す
い

か
が
わ
か
り
ま
す
。

　

直
接
的
な
水
害
に
よ
る
死
者
は
三
名
で

し
た
が
、
水
害
発
生
か
ら
お
よ
そ
半
年
の

間
に
罹
災
患
者
治
療
所
（
千
住
四
丁
目
）

に
収
容
さ
れ
た
一
七
一
名
の
内
、
二
八
名

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
人
の

多
く
は
、
食
糧
難
に
よ
る
栄
養
不
足
や
衛

生
環
境
の
悪
化
に
よ
る
伝
染
病
な
ど
の
影

響
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
を
憂
え
た
渋
沢
栄
一
を
は
じ
め
と

す
る
有
志
が
東
京
水
災
善
後
会
を
結
成
し
、

多
額
の
寄
付
を
し
て
大
量
の
消
毒
薬
を
被

災
地
に
配
布
し
、
衛
生
状
態
の
向
上
を
図

っ
て
い
ま
す
。
水
害
の
直
接
的
な
被
害
も

そ
う
で
す
が
、
こ
う
し
た
感
染
症
の
被
害

も
水
害
を
考
え
る
う
え
で
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　【
放
水
路
建
設
】明
治
四
十
三
年
の
関
東

大
水
害
を
受
け
、
周
辺
地
域
か
ら
荒
川
改

修
の
要
望
が
高
ま
り
、
政
府
は
荒
川
放
水

路
の
建
設
を
決
定
し
ま
す
。
荒
川
放
水
路

の
建
設
は
、内
務
省
の
技
師
で
あ
る
青
山
士

（
あ
お
や
ま
あ
き
ら
）が
中
心
と
な
っ
て
行
い

ま
し
た
。

　

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
か
ら
用
地
買

収
が
開
始
さ
れ
、
大
正
二
年
二
月
に
工
事

着
手
し
ま
す
。

　

写
真
は
か
つ
て
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
た

放
水
路
建
設
の
様
子
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ

で
す
。ま
ず
、人
力
で
川
岸
を
平
ら
に
し
、エ
キ

ス
カ
ベ
ー
タ
ー
と
い
う
蒸
気
式
掘
削
機
や
機
関

車
用
の
レ
ー
ル
を
敷
き
ま
す
。エ
キ
ス
カ
ベ
ー
タ

ー
は
、当
時
最
新
の
掘
削
機
で
、水
路
を
掘
り

進
め
て
い
き
ま
し
た
。掘
っ
た
土
は
機
関
車
や

ト
ロ
ッ
コ
な
ど
で
運
ば
れ
、堤
防
に
利
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

放
水
路
建
設
は
、延
べ
三
一
〇
万
も
の
人
が

か
か
わ
っ
た
と
い
わ
れ
、国
を
あ
げ
て
行
わ
れ

た
大
事
業
で
し
た
。百
年
前
の
大
正
十
三
年

に
行
わ
れ
た
通
水
式
に
は
、総
理
大
臣
も
出

席
し
て
い
ま
す
。

　【
放
水
路
建
設
へ
の
反
対
】放
水
路
の
流
路

は
さ
ま
ざ
ま
な
案
が
あ
り
ま
し
た
が
、最
終

的
に
現
在
の
流
路
と
な
り
、放
水
路
の
完
成

に
よ
っ
て
千
住
地
域
と
宮
城
・
小
台
地
域
が
、

河
川
に
挟
ま
れ
た
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
流
路
を
め
ぐ
っ
て
、明
治
四
十
四
年
五

月
十
五
日
付
で
千
住
町
長
が
内
務
省
へ
提
出

し
た
陳
情
書
に
は
、「
千
住
は
水
害
の
た
め
に

滅
び
る
の
で
は
な
く
、治
水
対
策
の
た
め
に
滅

び
る
」と
書
い
て
あ
る
と
い
い
ま
す（※

２
）。放

水
路
に
よ
っ
て
水
運
・
陸
運
が
分
断
さ
れ
、商

業
が
衰
退
し
て
し
ま
う
た
め
、千
住
が
滅
び
る

と
い
う
の
で
す
。当
時
、荒
川
沿
い
の
鹿
浜・新

田・宮
城
周
辺
に
は
、水
運
の
利
便
性
か
ら
、多

数
の
煉
瓦
工
場
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、放

水
路
の
建
設
に
よ
って
そ
の
水
運
が
分
断
さ
れ
、

閉
鎖
さ
れ
た
煉
瓦
工
場
も
あ
り
ま
し
た
。放

水
路
の
建
設
は
、地
域
の
産
業
構
造
も
変
化

さ
せ
た
の
で
す
。こ
う
し
た
点
を
当
時
の
千
住

町
長
は
懸
念
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　【
放
水
路
建
設
と
文
化
財
】放
水
路
の
建

設
は
、文
化
財
に
も
影
響
を
与
え
ま
し
た
。小

台
二
丁
目
の
路
傍
に
あ
る「
小
台
の
七
庚
申
」

（
足
立
区
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
）は
、元
は

放
水
路
の
用
地
内
の
各
地
域
に
あ
り
、本
来

な
ら
水
底
に
沈
む
は
ず
の
庚
申
塔
で
し
た
が
、

こ
れ
を
憂
え
た
下
川
亀
蔵
氏
が一か
所
に
集
め

て
安
置
し
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
ご
紹
介
し
た
元
宿
神
社（
千
住
元
町

三
三―

四
）の「
感
旧
碑
」（
足
立
区
登
録
有

形
文
化
財
）は
、鈴
木
與
吉
氏
が
用
地
買
収
に

あ
た
っ
て
、先
祖
伝
来
の
土
地
を
去
る
こ
と
に

な
っ
た
顛
末
を
大
正
五
年
に
刻
ん
だ
石
碑
で

す
。「
公
」の
た
め
に「
故
地
」を
去
る
こ
と
の

葛
藤
が
伝
わ
る
名
文
で
、用
地
買
収
を
受
け

た
人
々
の
気
持
ち
を
現
在
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

空
前
の
大
工
事
と
、多
く
の
人
々
の
葛
藤
の

末
に
生
ま
れ
た
放
水
路
は
、現
在
も
水
害
の

惨
禍
か
ら
人
々
を
守
り
続
け
て
い
ま
す

　
　

※

１
本
誌
六
二
三
号
「
荒
川
放
水
路

　
　
　
　

の
建
設
と
感
旧
碑
」
も
参
照
。

　
　

※

２
絹
田
幸
恵
『
新
版　

荒
川
放
水

　
　
　
　

路
物
語
』
新
草
出
版
、
一
九
九

　
　
　
　

二
年

　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
財
係
学
芸
員
）

荒川放水路建設のジオラマ

荒
川
放
水
路
通
水
百
周
年

荒
川
放
水
路
建
設
と
足
立

―

番
外
編―
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平
成
二
十
六
年
九
月
、
足
立
区
立
郷
土

博
物
館
主
催
、
「
お
化
け
煙
突
の
せ
か

い
」
と
題
し
た
講
演
会
が
あ
り
、
筆
者
が

講
師
を
務
め
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
寄
せ

書
き
に
、
元
宿
小
学
校
の
生
徒
だ
っ
た
と

い
う
方
が
、
「
学
校
の
窓
か
ら
煙
突
撤
去

の
様
子
を
見
て
い
ま
し
た
。
切
り
取
ら
れ

た
鉄
板
が
吊
り
下
げ
ら
れ
て
く
る
と
、
日

光
が
あ
た
っ
て
キ
ラ
キ
ラ
と
ま
ぶ
し
く
輝

い
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
」
と
書

い
て
い
ま
し
た
。

　

足
立
区
と
し
て
は
、
区
民
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
発
電
所
や
煙
突
を
残
す
べ
く
東
京

電
力
と
協
議
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
漏

れ
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
ボ
イ
ラ
ー
を
ゴ

ミ
焼
却
用
に
転
用
で
き
な
い
か
と
の
案
も

出
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
と
い
っ
た

決
定
打
も
な
く
、
老
朽
化
し
た
設
備
を
維

持
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
の
結
論
に

至
り
、
廃
止
後
撤
去
が
決
ま
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　

昭
和
三
十
九
年
二
月
二
十
九
日
、
通
商

産
業
省
（
現
・
経
済
産
業
省
）
の
廃
止
認

可
が
あ
り
、
発
電
所
の
撤
去
が
始
ま
り
、

煙
突
は
十
一
月
、
完
全
に
そ
の
姿
を
消
し

去
り
、
私
た
ち
の
瞼
と
脳
裏
に
焼
き
付
く

の
み
に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
発

電
所
の
隣
に
あ
っ
た
元
宿
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
皆
さ
ん
が
立
ち
上
が
り
、
煙
突
の
一
部

を
譲
り
受
け
、
校
庭
に
滑
り
台
と
し
て
復

活
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
小
学
校
が
統

廃
合
と
な
り
、
煙
突
滑
り
台
の
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
跡
地
に
誘
致
さ
れ
た

帝
京
科
学
大
学
に
よ
っ
て
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

と
し
て
復
活
し
ま
し
た
。

　

隅
田
川
左
岸
、
大
学
の
敷
地
内
に
あ
る

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
足
立
区
の
新
し
い
名
所

と
し
て
訪
れ
た
人
々
を
迎
え
入
れ
て
い
ま
す
。

■
音
ま
ち
イ
ベ
ン
ト
と
お
化
け
煙
突　

「
ア
ー
ト
ア
ク
セ
ス
あ
だ
ち
音
ま
ち
縁
」

（
通
称
「
音
ま
ち
」
）
は
、
東
京
藝
術
大

学
の
学
生
や
関
係
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な

ど
で
構
成
さ
れ
、
足
立
区
と
協
働
し
て

「
音
楽
を
通
じ
た
千
住
の
魅
力
づ
く
り
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
を
通
じ
た
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
縁
」
を
生

み
出
す
こ
と
を
め
ざ
す
市
民
参
加
の
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
足
立
区
千
住
地
域

を
中
心
に
、
市
民
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
協

働
し
て
「
音
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

ま
ち
な
か
ラ
イ
ブ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）

八
月
八
日
、
足
立
区
千
住
の
安
養

院
で
音
ま
ち
の
新
企
画
「
千
住
・

縁
レ
ジ
デ
ン
ス
」
の
オ
ー
プ
ン
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
久
保
ガ
エ
タ
ン

氏
が
選
ば
れ
、
千
住
の
記
憶
を
さ

か
の
ぼ
る
作
品
を
と
意
欲
的
に
創

作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

久
保
氏
は
、
解
体
さ
れ
た
お
化

け
煙
突
の
数
奇
な
運
命
に
着
目
し
、
様
々

な
人
び
と
に
出
合
い
な
が
ら
、
「
記
憶
の

遠
近
法
」
と
し
て
「
お
化
け
煙
突
」
に
由

来
す
る
〝
輪
廻
〞
を
生
み
出
す
作
品
を
仕

上
げ
ま
し
た
。
久
保
氏
は
、
煙
突
の
鉄
粉

を
譲
り
受
け
、
陶
芸
家
の
瀬
川
辰
馬
氏
が
、

「
鉄
粉
入
り
お
化
け
煙
突
」
を
焼
き
上
げ
、

作
品
の
流
れ
と
し
て
重
要
な
位
置
づ
け
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
三
日
、
千
住

四
丁
目
の
「
た
こ
テ
ラ
ス
」
に
お
い
て
作

品
展
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
前
日
の
二
十

二
日
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

開
か
れ
、
久
保
氏
の
作
品
説
明
の
あ
と
、

久
保
氏
の
お
母
さ
ま
の
出
身
地
で
あ
る
フ

ラ
ン
ス
・
ボ
ル
ド
ー
産
の
ワ
イ
ン
を
「
鉄

粉
入
り
お
化
け
煙
突
」
に
注
ぎ
込
み
、
筆

者
に
「
乾
杯
の
発
声
を
」
と
声
を
か
け
て

く
れ
ま
し
た
。
一
瞬
「
ド
キ
ッ
！
」
と
し

ま
し
た
が
、
乾
杯
発
声
の
あ
と
、
二
度
と

抱
き
し
め
る
こ
と
が
な
い
と
思
っ
て
い
た

「
お
化
け
煙
突
」
に
熱
き
口
づ
け
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
久
保
氏
の
粋
な
計

ら
い
に
感
謝
し
た
次
第
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
づ
く

＊
音
ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
と
、
お
化
け
煙
突

型
陶
器
作
品
に
つ
い
て
は
、
「
２
０
１
５

‐

ア
ー
ト
ア
ク
セ
ス
あ
だ
ち　

音
ま
ち
千

住
の
縁　

千
住
、
縁
レ
ジ
デ
ン
ス
・
【
記

録
】
久
保
ガ
エ
タ
ン
「
記
憶
の
遠
近
法
」

に
て
詳
し
く
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

https://aaa-senju.com
/2015/

（
元
千
住
火
力
発
電
所
職
員
）
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